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概観し、Brown, R., (1995) は、就学前の 3~5 歳児が、自分と異なる人々を拒否する態度を取りやすいこと、また、
それがおとなからの一方的刷り込みではなく、子どもが主体的に周囲の人々やモノ（人工物）との相互作用を通して
身につけていくものであること、また、幼児期の偏見がかった言動は、７歳前後を境として質的に変化することを明
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互依存的自己の形成に重点を置いた援助と言えるだろう。このような教育的援助は結果的に子どもたちが葛藤を回避
するよう導くことになる。 


































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 グローバル化とともに、世界中で多文化化が進行しており、日本社会もその例外ではない。OECD は 21 世紀を生
きるために必要な３つのキー・コンピテンシーの一つとして、「異質な集団の中で相互作用する力」をあげているが、
ただ差異を尊重するだけでなく、摩擦や葛藤を経ながら、異なった価値感をより高次の段階でつなぎ合わせることが
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